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AI 活用は、まだ「質問」で止まっていないか？  

～AI エージェントに業務を“任せる”新時代の働き方～ 

 ライフデザイン研究部 主席研究員/テクノロジーリサーチャー 柏村 祐  

 

1.なぜ、AIを使っても仕事は劇的に楽にならないのか  

ChatGPTの登場以降、ビジネスにおけるAI活用は一気に身近なものとなった。多く

の企業が業務効率化の切り札としてチャットAIを導入し、文章作成や情報収集といっ

た場面でその効果を実感していることだろう。一方で、多くの現場からは「期待した

ほどの生産性革命には至っていない」という声も聞こえてくる。それはなぜだろう

か。この背景には、現在のAI活用のほとんどは、AIを「高性能な検索エンジン」や

「優秀な相談相手」として “使う”ことに留まっており、働き方の本質を変えるま

でには至っていないからである。 

その根本にはAIを「高性能な道具」として捉えるあまり、その道具を使いこなすた

めの新たな作業に追われているという矛盾にある。たとえば、営業資料の作成では、

AIに適切な指示文を与えて文章を生成させ、その出力を確認し、必要な部分をコピー

＆ペーストしてPowerPointに貼り付け、さらに体裁を整えるという工程が発生する。

顧客対応のチャットボットでも、AIが生成した回答案を人間が確認・修正し、最終的

に送信する判断を下している。リサーチ業務においても、AIが提示した情報の真偽を

検証し、複数の出力を統合して一つのレポートにまとめる作業は依然として人間が担

っている。つまり、文書作成、翻訳、画像生成といった個別タスクでAIが活躍する一

方で、それらを統合し、最終的な成果物に仕上げる「メタ作業」は人間に残されたま

まなのだ。これは、AIというツールを使うための「新たな仕事」が生まれているに過

ぎず、生産性の向上には自ずと限界がある。 

とはいえ、私たちが「AIの最適な使い方」に試行錯誤している間にも、AIそのもの

が根本的な変化を遂げている。AIはもはや、指示を待つだけの受動的な「ツール」で

はない。自ら目標を理解し、計画を立て、必要なツールを使いこなし、時には失敗か

ら学びながら業務を遂行する「AIエージェント」へと進化し始めているのだ。この変

化は、コンピュータの登場が単なる「計算の高速化」ではなく、知的生産のあり方そ

のものを変えたことに匹敵する、働き方の大きな転換点といえるだろう。 

この「AIエージェント」という新たな存在は、AIを単なる道具として「使う」段階

に留まるのか。それとも、自律的なパートナーとして業務を「任せる」ことで、人間

を知的労働の次のステージへと進めるのかという問いを突きつける。この問いに答え

るべく、本レポートは、AIエージェントに関する最新の学術的知見（第 2 章）を踏ま
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えながら、これからの企業が取るべき新たな組織戦略と働き方（第 3 章）を検討す

る。 

 

2.最新研究が解き明かす「AIエージェント」の実態 

AI の進化は、単なる性能向上に留まらず、AI と人間の関係性を根本から変えようと

している。AI は、私たちが指示したことだけをこなす「ツール」から、自ら考え、行

動する「エージェント」へと変化しているのだ。 

この章では、この変化の実態を明らかにするため、異なる角度から AI エージェント

を論じた 3 つの学術論文を概観する。具体的には、AI の進化の方向性を論じた『Beyond 

Pipelines: A Survey of the Paradigm Shift toward Model-Native Agentic AI』

（2025 年 10 月 26 日発行）(注 1)、AI の自律性の段階を定義した『LEVELS OF AUTONOMY 

FOR AI AGENTS』（2025 年 7 月 28 日発行）(注 2)、そして AI の能力評価の基準を示し

た『Survey on Evaluation of LLM-based Agents』（2025 年 3 月 20 日発行）(注 3)の

知見を基に、AI の最前線を紐解いていく。 

 

(1)AI の進化：外部制御の「パイプライン型」から、自ら学ぶ「モデルネイティブ型」へ 

まず、AI エージェント自身の「賢くなる仕組み」が大きく変化している。論文『Beyond 

Pipelines: A Survey of the Paradigm Shift toward Model-Native Agentic AI』は、

この変化を「パイプライン型」から「モデルネイティブ型」への大きな考え方の転換

として説明している。 

これまでの主流だったのは「パイプライン型 (Pipeline-based)」と呼ばれる方式で

ある。これは、AI モデルをシステムの一部品と捉え、人間が作った外部のプログラム

が「計画」「ツール利用」「記憶」といった行動を細かく制御するものだ。この方式

は制御しやすい反面、想定外の事態に弱く、柔軟性に欠けるという課題があった。 

一方、現在急速に台頭しているのが「モデルネイティブ型 (Model-native)」という

新しいアプローチである。これは、AI の核となる能力を外部で操るのではなく、AI モ

デル自身が経験を通じて学習し、能力として内部に獲得していく方式だ（図表 1）。

特に、試行錯誤の中から最適な行動を見つけ出す「強化学習」という手法が、この進

化を強力に後押ししている。 

この結果、AI は外部の指示書に頼る存在から、自らの判断基準を内部にもって自律

的に行動する存在へと、質的な転換を遂げているのである。 
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図表 1  AI エージェントの 2 つの開発アプローチ  

パイプライン型 (Pipeline-based) モデルネイティブ型 (Model-native) 

考え方 AI モデルを「部品」として扱い、外部のプログラ

ムが AI の行動を制御する。 

AI モデル自身が「システム」となり、計画やツール

利用の能力を内部に学習する。 

制御の主体 外部のプログラムやプロンプト 内部（AI モデル自身の脳内にあたる部分） 

特徴 構造が分かりやすく制御しやすいが、柔軟性に

欠け、未知の状況に対応しにくい。 

状況に応じて柔軟に対応できる高い自律性をもつ

が、学習の難易度が高い。 

資料：Sang, J. et al. (2025) “Beyond Pipelines: A Survey of the Paradigm Shift toward Model-Native Ag

entic AI,” arXiv preprint No. 2510.16720, October 26, 2025.より筆者作成 

 

(2)AI の自律性レベル：人間の「関わり方」で測る 5 段階 

AI エージェントが自律的になると、「どこまで仕事を任せるか」というレベル設定

が重要になる。この問いに対し、論文『LEVELS OF AUTONOMY FOR AI AGENTS』は、AI

の性能ではなく、AI と接する「人間の役割」を基準に、自律性を 5 つのレベルに整理

するという、非常に実践的な枠組みを提唱している。 

これにより、企業は自社の業務内容や許容できるリスクに応じて、AI との適切な関

係性を具体的に定義できる。図表 2 が示すように、このフレームワークは、人間が AI

を細かく指示する「操作者」から、AI と対等に働く「協働者」、AI に助言を与える「コ

ンサルタント」、AI の判断を最終承認する「承認者」、そして AI の働きを全体的に

見守る「監視者」へと、人間と AI の権限が段階的に移っていくプロセスを明確にして

いる（図表 2）。 
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図表 2  AI エージェントの自律性 5 段階レベル 

レベル 人間の役割 AI との関係性 ビジネス上の示唆 

L1 操作者  

(Operator) 

人間が全ての計画と意思決定を行

い、AI は指示された単純作業のみを

実行する。 

人間の判断が不可欠な専門業務の「アシ

スタント」として活用できる。 

L2 協働者 

 (Collaborator) 

人間と AI が対等な立場で相談し、

計画を立て、タスクを分担して実行す

る「同僚」。 

人間の創造性と AI の分析力を組み合わ

せる「共同プロジェクト」に適している。 

L3 コンサルタント 

 (Consultant) 

AI が計画と実行を主導し、人間は専

門的な知見や判断を求められた際に

助言する「相談役」。 

業務の主導権が AI に移り、人間はより高

度な監督・助言業務に集中できる。 

L4 承認者 

 (Approver) 

AI エージェントが自律的に業務を遂

行し、人間はリスクの高い判断など、

事前に定められた重要事項の承認の

みを行う。 

多くの日常的な意思決定が自動化され

る。人間の役割は「例外処理」と「最終承

認」になり、組織の承認フロー自体の見直

しが必要になる。 

L5 監視者 

 (Observer) 

AI エージェントが完全に自律して業務

を遂行。人間は全体の目標達成状

況を監視し、緊急時に介入する。 

人間の日常業務への関与がほぼ無くなる。

AI に対する高度な管理体制の構築が不

可欠。 

資料：Feng, K.J.K., McDonald, D.W. & Zhang, A.X. (2025) “LEVELS OF AUTONOMY FOR AI AGENTS,” a

rXiv preprint No. 2506.12469, July 28, 2025.より筆者作成 

 

(3)AI の能力評価：これからの AI に求められる 4 つの力 

AI エージェントの進化の仕組みと自律性のレベルが明らかになった一方で、実務に

おいて自律的に行動する AI エージェントの「パフォーマンス」をどう評価すればよい

かという課題が残る。論文『Survey on Evaluation of LLM-based Agents』は、従来

の「タスクの正解率」といった結果指標だけでなく、AI がタスクを遂行する過程で見

せる 4 つの基本的な能力を評価することが重要だと指摘している。 

これは、単に仕事の結果だけでなく、「進め方」や「問題解決能力」まで評価する

という、人間の人事評価に近い考え方である。図表 3 にまとめた通り、これらは人間

にたとえるなら、仕事の「段取り力」にあたる計画能力、PC やソフトウェアを使いこ

なすツール利用能力、失敗から学ぶ自己反省能力、そして過去の経緯を忘れない記憶

能力に相当する。これらの能力を総合的に見ることで、AI エージェントの真のパフォ

ーマンスを評価できる。 
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図表 3  AI エージェントの 4 つの基本能力 

基本能力 どのような能力か 

1. 計画能力 

 (Planning) 

複雑な目標を達成するために、自ら手順を考え、論理的な実行計画を立てる能力。 

2. ツール利用能力 

 (Tool Use) 

必要な情報を得るために Web を検索したり、計算のために特定のソフトウェアを起動した

りと、外部のツールを適切に使いこなす能力。 

3. 自己反省能力 

 (Self-Reflection) 

実行した結果がうまくいかなかった場合に、その原因を分析し、自らの行動を修正して次に

活かす能力。 

4. 記憶能力 

(Memory) 

過去の対話や実行した作業内容を記憶し、それらを踏まえた上で一貫性のある行動をと

る能力。 

資料：Yehudai, A. et al. (2025) “Survey on Evaluation of LLM-based Agents,” arXiv preprint No. 2503.16

416, March 20, 2025.より筆者作成 

 

3.AIエージェントに業務を“任せる”ための組織戦略 

AI エージェントの登場は、産業革命やデジタル革命のように、会社のあり方を根本

から変えてしまうほどの大きな変化だと考えられている。この新しい会社の形は「エ

ージェント組織」と呼ばれ、人間と AI エージェントがまるで同僚のように、大規模に

協力しあって仕事を進める姿を指している (注 1)。さらに踏み込んだ「エージェント

企業」という考え方も提唱されている。これは、AI が自ら判断して仕事を進め、人間

の手をほとんど借りずに会社を成長させていく組織モデルのことである。このモデル

における AI は、人間のように「考えて計画し、行動して振り返る」というサイクルを

自ら回しながら、複雑な課題を解決していく一つの主体として考えられている (注 2)。

こうした専門家たちの議論が示しているのは、AI が単なる“高性能な道具”の段階を

越え、企業が“業務の一部を任せるパートナー”へと進化しているという共通認識な

のである。 

第 1 章で述べたように、AI を使いこなすためのメタ作業が増え、生産性の伸びが頭

打ちになりつつある現状を踏まえると、次の論点は「AI をどう使うか」ではなく、「AI

にどう任せるか」である。そして第 2 章が示した学術研究の通り、エージェント型 AI

は計画、ツール活用、自己反省、記憶といった能力を内包しつつあり、任せ方の設計

が成果を大きく左右する段階に入っている。 

では、企業は AI エージェントという新たなパートナーに、いかにして賢く業務を

「任せ」、その価値を最大化すればよいのか。本章では、そのために不可欠となる組

織戦略の要点を、3 つのステップで考察する。 

 

(1)業務を分解し、AI との最適な役割分担を決める 

すべての業務を画一的に AI エージェントに任せるのは非現実的かつ危険である。

そこで、まずは既存の業務プロセスをタスク単位まで細かく分解し、それぞれのタス
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クがもつ特性を評価する必要がある。その上で、第 2 章で示した「自律性 5 段階レベ

ル」を各タスクに割り当てていく。 

具体的には、業務を「定型度（定型・反復的か、非定型・創造的か）」と「判断の

重要性（経営判断など重要度が高いか、情報収集などサポート的か）」という 2 つの

軸で整理することで、どのレベルの自律性を適用すべきかを明確にすることができる。 

たとえば、定型度が高く判断の重要性が低い「日次データの集計」のような業務は

「L5：監視者」として AI に完全に自律させ、定型度は低いが判断の重要性が高い「経

営戦略の策定」のような業務では「L2：協働者」として AI と人間が共同で意思決定を

行う。このように、業務の性質に応じて AI との関係性を柔軟に設計することで、組織

は AI の能力を最大限に引き出しつつ、致命的なエラーを防ぐことが可能となる（図表

4）。 

 

図表 4  業務の特性に応じた AI エージェントとの役割分担 

 

資料：筆者作成 

 

(2)人間の役割を「AI 時代の管理者」へとシフトする 

AI エージェントに業務を任せることは、人間の仕事がなくなることを意味しない。

むしろ、より高度で付加価値の高い役割へのシフトを促す。これからのビジネスパー

ソンに求められるのは、複数の AI エージェントを一つのチームとして率い、その成果

を最大化する、いわば「AI チームのマネージャー」としての役割である。 

具体的には、各エージェントのパフォーマンスを第 2 章の「4 つの基本能力」に基

づき評価し、能力が不足していれば追加学習を指示したり、担当業務を変更する。ま

た、複数の AI エージェントが連携して進めるプロジェクト全体の進捗を管理し、ボト

ルネックを解消することも重要な責務となる。これは、人間の部下をマネジメントす
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るのと本質的に同じであり、目標設定、評価、フィードバック、育成というマネジメ

ントサイクルを AI に対して適用していく能力が不可欠となる。 

 

(3) AI との信頼関係を築き、協働する文化を育む 

AI エージェントはもはや単なるソフトウェアではない。自ら学習し、成長する可能

性を秘めた「デジタルな同僚」である。人間が AI に安心して業務を「任せる」ために

は、その能力と限界を正しく理解し、信頼関係を築くことが前提となる。 

そのためには、AI の意思決定プロセスを可能な限り透明化する「説明可能性

（Explainable AI）」の確保が重要だ。なぜ AI がその結論に至ったのかを人間が理解

できなければ、ブラックボックスに対する不信感が生まれ、AI の提案を過度に疑った

り、逆に盲信したりする事態を招きかねない。 

企業は、AI エージェントの導入を単なるツール導入としてではなく、新たなメンバ

ーを迎え入れる組織変革として捉えるべきである。AI の失敗を許容し、そこから学ぶ

文化を育み、人間と AI が互いの強みを活かしながら協働する未来像を組織全体で共

有することが、AI エージェント時代の生産性革命を成功させる最も重要な鍵となる。 

結論として、AI エージェントの登場は、私たちに働き方の根本的な変革を迫ってい

る。AI を個別の作業ごとに「使う」段階に留まり、目先の効率化に一喜一憂するのか。

それとも、業務全体を AI に戦略的に「任せる」仕組みを構築し、人間をより創造的で

本質的な業務へと解放するのか。AI の自律性を恐れるのではなく、人間の知性でそれ

を巧みにコントロールし、パートナーとして迎え入れる勇気をもつこと。それこそが、

AI 時代における企業の競争力を決定づける、真の戦略といえるだろう。 
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